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議
案
審
議

他より行間を詰めています。

部
屋
を
活
用
す
る
た
め
水

道
工
事
等
を
す
る
も
の
で

す
。
な
お
、
再
利
用
で
き

る
も
の
は
、
再
利
用
し
ま

す
。

細
谷
議
員

地
方
消
費
者

行
政
活
性
化
事
業
と
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事

業
か
。
ま
た
、
16
万
円
を

補
正
し
た
内
容
は
。

総
合
産
業
課
長

自
分
の

大
切
な
財
産
を
守
る
力
を

身
に
つ
け
、
悪
徳
業
者
の

手
口
に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
。
ま
た
、
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
制
度
の
活
用

方
法
を
周
知
す
る
た
め
の

事
業
で
あ
り
、
今
回
の
補

正
は
そ
れ
に
対
応
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
購
入
費

で
す
。

白
田
議
員

新
農
業
人

フ
ェ
ア
６
万
５
千
円
の
補

正
内
容
は
。

農
林
振
興
課
長

今
年
度

の
開
催
場
所
は
、
仙
台
と

東
京
（
二
回
）
が
会
場
だ
が
、

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
事

業
」
の
業
務
委
託
費
２
５

０
万
円
。
そ
の
具
体
的
な

内
容
は
。

総
合
産
業
課
長

サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
中

長
期
に
わ
た
っ
て
使
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
、
旧

送
橋
小
の
教
室
な
ど
の
デ

ザ
イ
ン
設
計
や
、
関
心
が

あ
る
企
業
の
ニ
ー
ズ
調
査

に
係
る
委
託
料
で
す
。

柴
田
議
員

商
工
振
興
費

の
工
事
請
負
費
３
４
８
万

円
、
庁
用
器
具
費
１
０
０

万
円
の
補
正
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
工
事
内
容
か
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
器
具
を

揃
え
る
の
か
。
こ
れ
ま
で

使
用
し
て
き
た
も
の
で
対

応
で
き
な
い
の
か
。

総
合
産
業
課
長

旧
送
橋

小
と
朝
日
自
然
観
で
、

（
※
２
）Ｗｉ

－

Ｆｉ
回
線
を
パ
ソ
コ
ン
と

繋
な
い
で
活
用
で
き
る
よ

う
に
工
事
を
す
る
も
の
。

ま
た
、
旧
送
橋
小
一
階
の

松
尾
議
員

産
地
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
は
、
ぶ
ど
う

生
産
者
の
安
定
経
営
を
図

る
た
め
の
補
助
事
業
と
し

て
、
非
常
に
期
待
さ
れ
る

振
興
策
だ
が
、
対
象
地
区

と
事
業
の
内
容
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

農
林
振
興
課
長

柏
原
ぶ

ど
う
団
地
（
生
産
者
４
人
）

を
対
象
と
し

て
お
り
、
雨

よ
け
ハ
ウ
ス

約
０
・
４
ha

分
で
、
主
力

品
種
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ

ト
生
産
へ
の

補
助
で
す
。

長
岡
議
員

旧
送
橋
小
を

拠
点
と
し
た
「
お

（
※
１
）

試
し
サ

ブ
ー
ス
代
が
高
騰
し
た
た
め

の
費
用
で
す
。

鈴
木
光
一
議
員

り
ん
ご

輸
出
事
業
の
増
額
と
旅
費

が
80
万
補
正
さ
れ
て
い
る

が
、
新
た
な
取
り
組
み
が

あ
る
の
か
。

農
林
振
興
課
長

新
し
い

都
市
へ
の
販
路
拡
大
を
目

指
し
、
台
湾
・
タ
イ
・
香

港
等
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
行
う
予
定
で
す
。

鈴
木
義
昭
議
員

寒
河
江

で
行
わ
れ
る
雪
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
今
年
も
負
担

金
を
出
す
が
、
町
内
へ
の

メ
リ
ッ
ト
が
見
え
な
い
。

町
内
へ
の
誘
客
対
策
は
考

え
て
い
る
の
か
。

総
合
産
業
課
長

寒
河
江

ま
で
来
た
お
客
様
を
、
朝

日
町
へ
誘
客
で
き
る
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

松
尾
議
員

畜
産
経
営
の

競
争
力
を
強
化
す
る
事
業

は
、
畜
産
業
の
安
定
経
営

を
図
る
た
め
、
競
争
力
を

持
続
さ
せ
る
振
興
策
支
援

の
補
助
事
業
で
あ
る
が
、

対
象
と
な
る
団
体
と
具
体

的
な
事
業
内
容
は
。

農
林
振
興
課
長

雪
谷
畜

産
団
地
組
合
へ
の
補
助
で
、

繁
殖
牛
舎
整
備
及
び
メ
ス

牛
10
頭
分
等
を
支
援
す
る

事
業
で
す
。

一
般
会
計

補
正
予
算

質 
疑

補助対象雨よけハウス

台湾でのトップセールス

用
語
の
解
説

（※１）�お試しサテライトオフィス　地方への新たな人や情報の流れをつくるため、都市部のベンチャー
企業等による「お試し勤務」を通じて、その後の中長期的な企業誘致に繋げるための施設。

（※２）�Wi-Fi(ワイ-ファイ)　パソコンやテレビ、スマートフォン、タブレット、ゲーム機などのネット
ワーク接続に対応した機器を、無線で接続する技術。

牛 舎
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他より行間を詰めています。

議
案
審
議

小型動力ポンプ付積載車  １台
第３分団第４部　栗木沢地区に配備
・規　　格　ダブルキャブ4WDディーゼルB2級
・取得価格　810万円
・購 入 先　㈱長谷川ポンプ製作所（山形市）
・納入期限　平成29年７月20日

財産の取得
全員賛成で可決可決

鈴
木
義
昭
議
員

納
入
期

日
が
12
月
22
日
と
な
っ
て

い
る
が
、
降
雪
前
（
12
月

１
日
頃
）
の
納
入
は
で
き

な
い
の
か
。

建
設
水
道
課
長

受
注
生

産
の
た
め
に
日
数
が
か
か

る
も
の
で
す
が
、
納
期
を
少

し
で
も
前
倒
し
で
き
な
い
か

業
者
に
依
頼
し
て
み
ま
す
。

西
村
山
広
域
行
政
事
務

組
合
の
概
要
と
第
一
回

臨
時
会（
５
月
29
日
）の

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

白
田
議
員

８
ｔ
級
除
雪

ド
ー
ザ
に
、
キ
ャ
タ
ピ

ラ
ー
ジ
ャ
パ
ン
製
の
機
種

を
選
定
し
た
理
由
は
。
ま

た
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
意

向
を
聞
い
て
の
選
定
か
。

建
設
水
道
課
長

入
札
の

結
果
、
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー

ジ
ャ
パ
ン
が
最
低
価
額
で

あ
っ
た
た
め
に
決
定
し
ま

し
た
。
機
種
に
つ
い
て
は
、

以
前
に
も
納
入
、
使
用
さ

れ
て
お
り
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
意
向
を
聞
い
て
も

良
好
と

の
こ
と

で
し
た
。

財
産
の
取
得

に
関
す
る

臨
時
会

質 
疑

納入予定と同型の機種

救助工作車での訓練に励む隊員

第３分団第４部に配備予定の同型車

❶放課後児童クラブ施設建築
　工事請負契約の締結
　指名業者８社による競争入札

・�落札したのは、
　　小野・大東特定建設

　　工事共同企業体

・契約金額　１億800万円
・完成期限　平成30年２月16日

⑴名　　称　西村山広域行政事務組合
⑵所 在 地　山形県寒河江市本町二丁目８番３号
⑶設立年月日　昭和47年３月23日

⑷構成市町　寒河江市、河北町、大江町、
　　　　　　朝日町、西川町
⑸共同処理する事務

可決された ２ 議案

可決された ２ 議案
財産の取得

❷財産の取得
　除雪ドーザ（８ｔ級・車輪式）１台

・規　　格　�キャタピラージャパン910K
・取得価格　1,076万円
・購 入 先　寒河江重車輛㈱
・納入期限　平成29年12月22日

❶救助工作車 １台
・取得価格
　１億1,898万円
・購 入 先
　㈱いそのボデー（山形市）
・納入期限
　平成30年２月28日

❷消防ポンプ自動車  １台
・取得価格
　3,953万円
・購 入 先
　近藤防災㈱ 山形営業所
・納入期限
　平成29年12月５日

可決

可決
５月29日第１回臨時会で
正副議長の選挙と監査委
員の選任が行われ、下記
の通り選出されました。

議　長　内藤　　明
� （寒河江市）
副議長　岡𥔎　吉博
� （朝 日 町）
監査委員　伊藤　哲治
� （西 川 町）

❖西村山広域行政事務組合のあらまし❖

共 同 処 理 す る 事 務 市　　町
西村山広域市町村圏計画の策定及び当該計画に基づく事業の実施及び連絡調整に関する事務

寒河江市、河北町、
大江町、朝日町、
西川町

消防（消防団及び消防水利に関する事務を除く。）及び救急業務に関する事務
養護老人ホームの設置及び管理運営に関する事務
交通災害共済に関する事務
衛生処理場、火葬場の設置及び管理運営に関する事務 寒河江市、大江町、

朝日町、西川町

平
成
29
年

/15
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健康福祉
課長

税務町民
課長

代表
監査委員

事務局長補佐

監査委員
総 文
広 報

○総 文
　広 報 産 厚

◎広 報
　産 厚
　議 運
　広 域

副議長
産 厚
広 報

傍 聴 席

○議 運
　総 文

産 厚
議 長
総 文
広 域

総務課長 副町長 町長 教育長

演壇

一　般
質問席

会計管理者
兼出納室長

農林振興課長
農業委員会
� 事務局長

総合産業
課長

政策推進
課長

議会
事務局長 議長

教育文化
課長

建設水道
課長

病院
事務長

◦総 文…総務文教常任委員会
（総務課、政策推進課、税務町民課、教育文化課関連）

◦産 厚…産業厚生常任委員会
（健康福祉課、農林振興課、総合産業課、建設水道課、町立病院関連）

◦広 報…議会広報常任委員会
◦議 運…議会運営委員会
◦広 域…西村山広域行政事務組合議会議員

◎委員長　　○副委員長

畑
　
英
俊

鈴
木
俊
治

鈴
木
浩
幸

長
岡
　
勉

鈴
木
良
浩

渡
辺
政
一

小
林
道
和

阿
部
憲
明

早
坂
健
一

長
岡
浩
利

松
田
勝
美

岡
﨑
吉
博

花
山
　
護三

浦
浩
一

白
田
忠
一

阿
部
為
吉

鈴
木
光
一

細
谷
秀
明
議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

齊
藤
ひ
と
み

松
尾
正
二

柴
田
喜
久
雄

小
関
崇
夫

石
井
喜
久
男

阿
部
正
文

鈴
木
義
昭

長
岡
裕
二

川
口
幸
男

◎議 運
○産 厚
　広 域

◎総 文
　議 運

◎産 厚
○広 報
　議 運

　平成29年第１回臨時会（５月１日）において、今後２年間の朝日町議会の
新たな構成が決まりました。議場の配置図と合わせて紹介します。

議 場・ 議 員 の 役 職
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請 願 小原地区内「町道小原線」の舗装
及び側溝整備について

採決の結果「一部採択」
請 願 者 小原区長  菅井  俊美 長岡  裕二紹介議員

　この請願については、２つの請願内容があり、１
つは町道の舗装、１つは和合堰の町道区間の側溝整
備の２つであります。町道部分については「採択」。
和合堰については、和合地区の水利組合が管理する
ものであり、農林振興課サイドの補助事業で対応で
きるものと判断し「不採択」としました。

　平成24年の地方自治法の改正に伴い平成25年
度から、朝日町議会でも月額5,000円の政務活
動費を、請求した議員に対して支給しています。
　支出項目は、調査研修費、資料購入費等8項
目に限定されています。また、

(1)�調査研修費の旅費は、町の規定に準じ公共
交通機関、高速道路料金及び宿泊料のみで
あり、飲食、雑費、日当などは含まない。
また、車借上げ代とその車の燃料費は認め
るが、個人の車を使用する場合は、使った
だけの燃料費は認め車代は認めないこと。

(2)�資料購入費の新聞は、政党紙を除く2紙以
上の購読で、そのうち1紙分の購読料の2

分の1を対象とすること。また、図書購入
費は、議長が認めたものに限ること。

(3)�事務費は、機器の借上げ等に充当し、電話
代は認めないこと。

(4)�その他、飲食代などは一切認めないこと。

など、朝日町議会独自に使途基準を決めて運用
しています。
　なお、収支報告書及びその裏付けとなる領収
書については、町のホームページでも公開して
いるほか、議会事務局に申請していただければ、
町民の方であればすぐに閲覧できます。

問合せ先  朝日町議会事務局  67－3306

○平成28年度　政務活動費の使途状況� （単位：円）

氏 　 　 名
使　　途（経費項目別）

支 給 額調 査�
研 究 費 研 修 費 広 報 ・�

広 聴 費 会 議 費 資 　 料�
購 入 費 事 務 費 報 告 額�

合 計
細 谷 　 秀 明 52,680 2,916 6,114 61,710 60,000
石 井 喜 久 男 92,940 92,940 60,000
白 田 　 忠 一 45,860 20,364 66,224 60,000
松 尾 　 正 二 - - 
鈴 木 　 義 昭 92,940 5,000 97,940 60,000
阿 部 　 為 吉 92,940 92,940 20,000
柴 田 喜 久 雄 44,910 28,643 73,553 60,000
長 岡 　 裕 二 92,940 92,940 60,000
鈴 木 　 光 一 92,940 3,529 96,469 60,000
小 関 　 崇 夫 92,940 92,940 60,000
岡 﨑 　 吉 博 92,940 92,940 60,000
阿 部 　 正 明 47,584 47,584 45,000
※上記以外の経費項目「要請陳情等活動費」「資料作成費」については支出なし。
※阿部為吉議員については、 年度内補欠選による再選により平成28年12月から平成29年3月までの4ヶ月分が支給。
※阿部正明前議員については、年度内途中辞職により平成28年4月から平成28年12月までの9ヶ月分が支給。
※松尾議員については、請求がないため支給なし。

政務活動費について
産業厚生常任委員会の現地調査
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一
般
質
問

町
民
の
幸
せ  

実
現
の
た
め
に

他より行間を詰めています。

⃝�“第５弾”町総合戦略３年目
　�就業・創業・就農は創生できるのか！
　町長…�「しごとサポート連携協議会」
　　　　を立ち上げ町全体で連携し、
　　　　ワンストップで支援します。

タ
ス
ク
チ
ー
ム
で
の

戦
略
と
は

松
尾

創
生
総
合
戦
略
事

業
は
、
町
消
滅
の
危
機
に

立
ち
向
か
う
た
め
に
作
ら

れ
た
戦
略
で
あ
る
。
策
定

さ
れ
て
か
ら
３
年
目
と
な

る
今
年
度
は
、
特
定
の
課

題
に
対
し
て
組
織
間
の
壁

を
乗
り
越
え
て
取
り
組
む

タ
ス
ク
チ
ー
ム
を
編
成
し
、

就
業
・
創
業
・
就
農
を
支

援
す
る
よ
う
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
戦
略
か
。

町
長

人
口
減
少
の
幅
を

可
能
な
限
り
抑
制
し
、「
ひ

と
」
が
「
し
ご
と
」
を
作

り
「
ま
ち
」
を
作
る
と
い

う
流
れ
を
確
か
な
も
の
に

す
る
た
め
に
、
住
宅
対
策

を
中
心
に
移
住
対
策
・
定

住
対
策
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
生
活
を
し

て
い
く
に
は
「
し
ご
と
」

が
不
可
欠
で
あ
り
、
就
労

に
も
力
を
入
れ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

行
政
、
金
融
機
関
、
商
工

会
、
農
協
、
観
光
協
会
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
が
連
携

し
た
タ
ス
ク
チ
ー
ム
「
し
ご

と
サ
ポ
ー
ト
連
携
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
、
垣
根
を
越

え
て
町
全
体
で
就
職
・
創

業
・
就
農
を
支
援
し
て
い

く
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
総
合

戦
略
の
成
果
は

松
尾

山
形
県
は
、
昨
年

度
の
新
規
就
農
者
（
65
才

未
満
）
が
、
３
０
０
人
を

達
成
し
た
こ
と
を
公
表
し

た
。
当
町
で
も
、
新
規
就

農
の
促
進
策
を
展
開
し
て

い
る
が
、
過
去
５
年
間
の

戦
略
と
そ
の
成
果
は
。

町
長

新
規
就
農
者
は
、

27
人
お
り
内
７
人
が
新
規

参
入
者
で
す
。
研
修
を
受

け
入
れ
る
協
議
会
の
組
織

化
や
、
農
業
研
修
生
等
の

宿
泊
施
設
を
整
備
す
る
な

ど
、
新
規
就
農
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
行
う
と
と

も
に
、
や
る
気
の
あ
る
新

規
就
農
者
の
経
営
を
支
援

す
る
た
め
、
農
業
次
世
代

人
材
投
資
事
業
を
は
じ
め

就
農
計
画
に
沿
っ
た
機
械

等
導
入
補
助
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

企
業
誘
致
は
、

も
う
断
念
し
た
の
か

松
尾

働
く
場
を
確
保
す

る
こ
と
こ
そ
が
、
当
町
に

と
っ
て
最
大
の
産
業
振
興

策
で
あ
る
。
企
業
誘
致
に

よ
る
働
く
場
の
確
保
は
不

可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

再
三
に
わ
た
っ
て
提
言
し

た
が
、
な
ぜ
実
現
し
な
い

の
か
。

町
長

新
た
な
誘
致
に
よ

る
働
く
場
の
確
保
は
、
雪

対
策
や
交
通
ア
ク
セ
ス
、

技
術
者
確
保
等
の
課
題
が

山
積
し
て
お
り
、
非
常
に

難
し
い
状
況
で
す
。
地
元

企
業
へ
の
支
援
が
第
一
と

考
え
、
広
報
紙
で
の
紹
介

等
に
よ
り
働
く
場
と
し
て

の
魅
力
を
広
く
伝
え
就
職

を
促
す
こ
と
が
、
企
業
誘

致
に
匹
敵
す
る
有
効
な
手

段
と
考
え
ま
す
。
既
存
企

業
を
支
援
し
、
働
く
場
を

確
保
し
て
い
き
ま
す
。

松 尾 正 二 議員

元町地区に整備された新規就農者受け
入れ研修宿泊所

かつての賑わいを取り戻
したい！
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他より行間を詰めています。

一
般
質
問

町
民
の
幸
せ  

実
現
の
た
め
に

⃝�特定空家（廃屋など）の根本解決には
更なる国の制度改善が必要だ
　町長…�県や全国の町村（長）会に、国に
　　　　要求するよう働きかけていきます

廃
屋
対
策
は

小
関

「
廃
屋
問
題
の
第

一
義
的
解
決
法
は
、
所
有

者
が
責
任
を
持
つ
こ
と
だ
」

と
い
く
ら
主
張
し
て
も
、

事
は
前
進
し
な
い
。

　
全
国
の
少
な
く
な
い
自

治
体
で
解
体
費
に
助
成
制

度
を
設
け
て
い
る
。
左
図

に
示
し
た
２
自
治
体
の
取

り
組
み
は
、
ど
ち
ら
も
住

民
が
建
物
の
解
体
に
応
じ

る
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　
町
の
条
例
に
あ
る
「
指

導
、勧
告
、命
令
」
と
い
っ

た
措
置
は
上
か
ら
の
目
線

で
、
所
有
者
の
心
に
届
く

対
処
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

町
長

適
正
に
管
理
、
解

決
し
て
い
る
方
と
の
バ
ラ

ン
ス
も
考
え
て
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
が
、町
の
空
家

等
対
策
協
議
会
で
意
見
を

い
た
だ
き
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

小
関

前
田
沢
地
内
に
あ

る
ミ
カ
ド
電
子
工
場
跡
地

の
対
策
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

町
長

同
工
場
は
み
な
し

解
散
の
登
記
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
消
滅
し
た
会
社

に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

債
権
者
の
山
形
県
信
用
保

証
協
会
と
引
き
続
き
話
し

合
い
を
重
ね
、
解
決
策
を

見
い
出
す
努
力
を
し
て
い

き
ま
す
。

　
当
物
件
の
壊
れ
た
窓
か

ら
動
物
が
入
ら
な
い
よ
う

な
措
置
を
と
れ
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
、
他
の

様
々
な
ケ
ー
ス
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
っ
た
中
で
、
ど

う
い
っ
た
対
応
が
と
れ
る

か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

小
関

豊
龍
公
園
内
に
あ

る
潰
れ
た
ま
ま
の
民
家
跡

地
は
、
草
の
根
で
覆
わ
れ

飛
散
の
危
険
は
な
い
よ
う

だ
が
、
敷
地
内
か
ら
伸
び

る
孟
宗
竹
が
他
の
敷
地
へ

侵
入
し
て
い
る
。
町
に
よ

る
代
執
行
で
解
決
す
る
方

法
も
あ
る
と
思
う
が
。

町
長

所
有
者
に
廃
材
の

撤
去
を
求
め
て
い
ま
す
が
、

解
決
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
町
が
代
執
行
し
そ
の

費
用
を
所
有
者
に
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、そ
の
行
使

手
続
き
に
時
間
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、も
う
少
し
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

小
関

国
の
空
家
措
置
法

の
15
条
に
、
空
家
問
題
解

決
に
向
け
て
の
支
援
策
の

一
つ
に「
地
方
交
付
税
の

拡
充
」が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
該
当
す
る
事
業
を

町
は
し
て
い
る
の
か
。
こ

れ
を
活
用
で
き
る
調
査
、

研
究
を
急
ぐ
べ
き
だ
。
あ

わ
せ
て
、こ
れ
を
柔
軟
に
活

用
で
き
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
国
に
求
め
て
い
く
べ
き
だ
。

　
さ
ら
に
、
宅
地
を
更
地

化
す
る
と
、
地
方
税
で
あ

る
固
定
資
産
税
が
６
倍
化

（
２
０
０
㎡
以
下
）
す
る

と
い
う
国
の
一
律
規
定
も

お
か
し
い
。
こ
れ
ら
の
制

度
改
善
を
町
村
（
長
）
会

で
国
に
堂
々
と
要
求
し
て

も
ら
い
た
い
。

町
長

交
付
税
対
象
の
事

業
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
指
摘
の
要
求
を
、県
や

全
国
の
町
村
会
に
積
極
的

に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

小 関 崇 夫 議員

解体・更地化費用に
助成している自治体２例

❶ 

東
京
都
杉
並
区

▼対象物件
　・�特定空家（廃屋）の所有
者が個人であること
（法人は不可）

　・�全住戸が空家の共同住宅

▼除却工事費の80％
　助成限度額１５０万円

❷ 

北
海
道
西に

し
お
こ
っ
ぺ興部
村

▼空家解体撤去費の50％
　助成限度額１００万円
　人口１１００人ほどになった
村ではあるが、オホーツク
の寒村にひかれてくる移住
者もいるという。
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一
般
質
問

町
民
の
幸
せ  

実
現
の
た
め
に

他より行間を詰めています。

⃝�五百川温泉高温の源泉を
町長…費用や効果を総合的に調査したい

⃝�児童の安全送迎について
町長…様々な要因を考慮し検討します

五
百
川
温
泉
に
源
泉

再
掘
削
を

阿
部

よ
り
高
温
の
源
泉

を
引
く
為
に
、
調
査
、
掘

削
し
て
は
ど
う
か
。

町
長

開
始
当
初
か
ら
、

源
泉
の
含
有
成
分
や
泉
温
、

湯
量
等
、
と
も
に
安
定
し

て
お
り
、
検
討
し
て
い
ま

せ
ん
。

阿
部

源
泉
を
加
温
し
て

い
る
イ
メ
ー
ジ
で
な
く
、

「
源
泉
か
け
流
し
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
な
ら
、
町
内

外
の
多
く
の
人
か
ら
来
て

も
ら
い
、
西
部
地
区
、
ひ

い
て
は
町
の
交
流
、
発
展

に
つ
な
が
る
と
思
う
。
調

査
費
用
は
約
８
０
０
万
ぐ

ら
い
と
聞
い
て
い
る
。色
々

な
調
査
方
法
で
、
ほ
と
ん

ど
分
か
る
そ
う
だ
。調
査
・

研
究
す
る
価
値
が
あ
る
の

で
は
。

町
長

費
用
対
効
果
な
ど

を
総
合
的
に
調
査
し
判
断

し
た
い
。

阿
部

町
、
特
に
西
部
地

区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、

町
民
の
憩
い
の
場
、
観
光

の
拠
点
、
地
域
活
性
化
の

拠
点
と
し
て
の
位
置
付
け

を
条
例
に
明
文
化
す
る
必

要
は
。

町
長

高
齢
者
の
生
き
が

い
と
健
康
づ
く
り
、
高
齢

者
の
活

動
を
行

う
拠
点

施
設
と

し
て
運

営
し
ま

す
。小

学
校
児
童
の
安
全

な
送
迎
に
つ
い
て

阿
部

少
子
化
に
よ
る
児

童
の
減
少
、
小
学
校
の
統

合
な
ど
で
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
の
送
迎
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
送
迎

の
な
い
地
域
で
の
１
人
で

登
下
校
す
る
児
童
の
安
心
、

安
全
面
を
考
慮
す
る
上
で
、

今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
を

考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

距
離
を
基
本
と
し

ま
す
が
、
近
年
の
少
子
化

の
進
行
で
、
１
人
で
通
学

す
る
児
童
、
人
家
が
な
い

状
況
等
、
様
々
な
要
因
を

見
た
上
で
対
応
し
ま
す
。

阿
部

今
回
見
直
さ
れ
た

２
・
０
㎞
を
超
え
る
地
区

で
の
通
年
下
校
対
応
と
、

こ
の
距
離
に
は
満
た
な
く

て
も
通
学
状
況
を
考
慮
し

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
点
は
評
価
す
る
が
、
下

校
時
だ
け
と
は
中
途
半
端
。

な
ぜ
、
登
校
時
の
送
迎
が

で
き
な
い
の
か
。

教
育
長

登
校
時
は
集
団

で
の
登
校
で
あ
り
、
見
守

り
隊
や
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
見
守
り

で
対
応
し
ま
す
が
、
下
校

時
は
高
学
年
と
低
学
年
で

時
間
帯
が
別
々
な
の
で
、

下
校
時
の
み
と
し
ま
し
た
。

阿
部

松
程
地
区
は
２
・

５
㎞
以
上
あ
り
ま
す
が
、

ど
う
し
て
で
き
な
い
の
か
。

町
長

学
校
ま
で
の
距
離

は
、
地
区
の
中
心
か
ら
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

登
校
時
は
明
る
い
か
ら
と

い
う
の
が
、
一
番
の
理
由

で
す
。

阿
部

朝
が
明
る
い
と
か
、

距
離
が
集
落
の
中
心
か
ら

と
か
、
今
の
時
代
に
合
っ

て
い
な
い
。
冬
は
朝
で
も

暗
い
し
、
除
雪
も
間
に
合

わ
な
い
場
合
が
あ
る
。
も
う

少
し
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

町
長

教
育
委
員
会
や
、

行
政
で
状
況
等
を
考
慮
し
、

配
慮
す
べ
く
検
討
し
ま
す
。

阿 部 為 吉 議員

登校中の児童

改装中の五百川温泉
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他より行間を詰めています。

一
般
質
問

町
民
の
幸
せ  

実
現
の
た
め
に

⃝�鳥獣被害防止（特にイノシシ）対策について
　町長…�イノシシを個人や地域でも駆除できる方法の

講習会を開催し、被害の軽減に努めます

⃝�自家用除雪機での農道除雪に助成を
　町長…�複数の人が連携して行う場合は対象となります

早
急
な

イ
ノ
シ
シ
対
策
を

鈴
木

今
冬
の
狩
猟
期
間

中
に
お
け
る
イ
ノ
シ
シ
の

捕
獲
頭
数
と
、
町
内
で
の

生
息
頭
数
の
把
握
は
。

町
長

今
冬
の
捕
獲
頭
数

は
、
下
芦
沢
、
大
沼
、
大

暮
山
で
各
１
頭
、
計
３
頭

を
捕
獲
し
ま
し
た
。

　
イ
ノ
シ
シ
の
生
息
範
囲

は
町
内
全
域
に
広
が
り
、

行
動
範
囲
も
広
い
た
め
、

生
息
頭
数
は
把
握
で
き
て

い
ま
せ
ん
。

鈴
木

鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
と
検
討
会
を
し
て
い

る
の
か
。

町
長

町
で
は
、
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
協
議
会
と
鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
が
連

携
し
、
農
作
物
被
害
の
防

止
、
住
民
の
安
全
・
安
心

な
生
活
環
境
の
確
保
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
、
夏
期
の
く
く
り
罠
、

箱
罠
で
の
効
率
的
な
捕
獲

に
つ
い
て
、
検
討
会
や
学

習
会
を
随
時
行
っ
て
い
ま

す
。

鈴
木

猟
友
会
の
メ
ン

バ
ー
も
高
齢
化
し
て
い
る

の
で
、
今
の
う
ち
に
若
い

ハ
ン
タ
ー
を
養
成
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

町
長

高
齢
化
や
隊
員
の

減
少
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、「
山
の
知
識
」
を
継

承
す
る
若
い
ハ
ン
タ
ー
養

成
は
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
新
規
免
許
取
得
者
に

対
し
助
成
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
度
は
、
若
手
就
農
者

ら
５
人
の
方
か
ら
免
許
取

得
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鈴
木

イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲

し
た
人
に
対
し
て
、
褒
賞

制
度
は
考
え
て
い
な
い
の

か
。

町
長

国
の
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
交
付
金
で
は
、
捕

獲
に
対
し
最
高
８
０
０
０

円
の
補
助
が
あ
り
、
県
で

は
今
年
度
か
ら
、
４
０
０

０
円
の
上
乗
せ
を
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
補
助
金
を
活
用

す
る
の
に
、
県
と
同
額
以

上
の
補
助
を
町
が
上
乗
せ

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
交
付
金
事
業
で

は
要
望
し
な
か
っ
た
の
で
、

次
年
度
は
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

鈴
木

イ
ノ
シ
シ
駆
除
に

向
け
た
視
察
研
修
や
、
講

習
会
の
実
施
は
。

町
長

今
年
は
、
捕
獲
経

験
の
多
い
県
外
へ
の
視
察

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
の
方
に
も

イ
ノ
シ
シ
の
生
態
を
知
っ

て
も
ら
い
、
個
人
や
地
域

で
駆
除
で
き
る
方
法
の
講

習
会
も
開
催
し
、
被
害
の

軽
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

自
家
用
除
雪
機
で
の

農
道
除
雪
に
助
成
を

鈴
木

自
家
用
除
雪
機
で

樹
園
地
ま
で
除
雪
を
し
て

い
る
人
に
、
助
成
で
き
な

い
か
。

町
長

町
で
は
、
平
成
24

年
度
か
ら
果
樹
の
雪
害
防

止
の
た
め
、
雪
対
策
交
付

金
を
活
用
し
、
ス
ノ
ー

モ
ー
ビ
ル
の
圧
雪
作
業
に

一
時
間
当
り
上
限
３
０
０

０
円
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
交
付
金
は
、

個
人
で
の
除
雪
は
対
象
外

で
す
が
、
園
地
等
の
方
が

連
携
し
て
業
務
を
委
託
す

る
時
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

鈴 木 義 昭 議員

イノシシに掘り起こされたワラビ畑
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平成29年度

議
会
報
告
会
終
了

各会場での貴重なご意見、ご要望に対し
実現に向けて“がんばります。”

❖ 報告会会場と参加者数 ❖

　
平
成
29
年
度
、
第
６
回
議
会
報
告
会
が

４
月
18
日
、
大
谷
地
区
、
大
沼
・
大
暮
山

地
区
を
皮
切
り
に
８
日
間
、
16
会
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
各
会
場
と
も
出
席
者
の

熱
心
な
質
疑
と
意
見
、
要
望
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
所
管
委
員
会
に
お
い
て
精
査
し

分
類
し
た
上
で
、
重
要
な
案
件
に
つ
い
て

は
９
月
の
定
例
会
に
お
い
て
「
意
見
書
」

と
し
て
町
長
に
提
出
し
ま
す
。

開催期日 会　場 参加対象区 参加者数

4月18日
（火）

大 谷 往 来 館 大谷１～７ 19
大 沼 公 民 館 大暮山、大沼 13

4月19日
（水）

中 沢 公 民 館 中沢、真中、舟渡 14
栗木沢公民館 栗木沢、川通 14

4月24日
（月）

太 郎 公 民 館 太郎１～３、石須部 12
立 木 公 民 館 立木、白倉 12

4月25日
（火）

常 盤 公 民 館 常盤、夏草、長沼 12
松 程 公 民 館 松程 3

5月9日
（火）

八ツ沼公民館 西船渡、八ツ沼、能中、高田 15
大船木公民館 大船木、今平 7

5月11日
（木）

宮 宿 公 民 館 本町、西町、栄町、大町、元町、西原 20
友 和 館 小原、宿、沼向、平、大隅 13

5月18日
（木）

前田沢公民館 前田沢、新宿、四ノ沢、緑町 14
送 橋 公 民 館 古槇、送橋、下芦沢、水本 14

5月19日
（金）

助ノ巻公民館 助ノ巻、雪谷 10
上 郷 公 民 館 杉山、松原、宇津野、大滝 14

合　　計　 206

９月定例会に意見書提出

大沼公民館（大沼・大暮山）

助ノ巻公民館（助ノ巻・雪谷）

友和館（和合全区）

立木公民館（立木・白倉）
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５・６月分の 議会活動の紹介

次期山形県議会議員選挙における、寒河江市、西村山郡の選
挙区及び選挙区別定数の現状維持について、志田山形県議会
議長へ要望書を提出

志田
山形県議会議長

岡𥔎
朝日町議会議長

内藤
寒河江市議会議長

伊藤
西川町議会議長

小野
大江町議会議長

西村山地方議長協議会議員研修会 朝日町長杯争奪剣道錬成大会

産業厚生常任委員会での現地調査

議会広報常任委員の研修会

県議会事務局

西川町役場 朝日町民体育館

和合地区内

山形ビッグウィング

/16６

/23６ /24６

朝日町戦没者追悼式

創 遊 館/25６

/６６

/26５

11



　
６
月
３
日
、
西
五
百
川

小
の
す
も
う
大
会
を
観
戦

し
ま
し
た
。
緊
張
の
中
に

も
白
熱
し
た
試
合
の
連
続

で
、
地
域
の
伝
統
文
化
が

失
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
中
、

児
童
が
最
後
ま
で
あ
き
ら

ず
奮
闘
す
る
姿
に
感
動
し

ま
し
た
。

　
編
集
委
員
も
今
回
よ
り

新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
構
成

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

わ
か
り
や
す
く
、
気
軽
に

読
ん
で
い
た
だ
け
る
議
会

だ
よ
り
を
め
ざ
し
頑
張
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。�

（
細
谷
）

【
発
行
責
任
者
】

　
議
　
　
長
　
岡
𥔎
　
吉
博

【
議
会
広
報
常
任
委
員
会
】

　
委

員

長
　
細
谷
　
秀
明

　
副
委
員
長
　
阿
部
　
為
吉

　
委
　
　
員
　
柴
田
喜
久
雄

　
　

〃

　
　
鈴
木
　
義
昭

　
　

〃

　
　
松
尾
　
正
二

ＴＥＬ.０２３７-６７-３３０６
 ＦＡＸ.０２３７-６７-２１１７

町民の清
せい

野
の

 直
なお

己
き

さ ん （23歳）
朝日町産りんごの認知度を高めSNS等での情報発信
を強化し、販売力の向上に努めたい。

茨城県つくば市生まれ。
県立農林大学校で奥さんの小百合さんと出会い、
卒業後に県外で修業したのち奥さんの実家でりん
ご、さくらんぼ、洋なしの栽培を手掛ける若き後継者。
妻、長女、父、母、祖母の６人家族と猫１匹
朝日町和合平在住の23歳

朝日町で就農２年目　若き果樹農家

プ ロ フ ィ ー ル

インタビュー
声

Ｑ
．

Ｑ
．

Ｑ
．

Ｑ
．

Ｑ
．

 

「
朝
日
町
の
印
象
は
」

A
水
と
空
気
の
き
れ
い
な

町
で
、
都
会
に
は
な
い
地

域
と
の
関
わ
り
の
深
さ
が

あ
り
、
容
易
に
地
域
に
溶

け
込
め
る
こ
と
で
す
。

 

「
経
営
面
積
は
」

A
り
ん
ご
が
２
ha
、
さ
く

ら
ん
ぼ
15
ａ
、
洋
な
し
30

ａ
あ
り
、
将
来
は
り
ん
ご

の
規
模
拡
大
等
も
視
野
に

い
れ
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

「�
り
ん
ご
栽
培
に
か
け
る

思
い
入
れ
は
」

A
高
齢
化
に
よ
り
将
来
、

園
地
周
辺
の
耕
作
放
棄
地

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
が
、

能
力
に
応
じ
た
集
約
化
等

の
対
策
を
講
ず
る
と
共
に
、

比
較
的
労
力
の
か
か
ら
な

い
ロ
ン
バ
ス
方
式
の
導
入

を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た

い
で
す
。

 

「�

将
来
に
向
け
て
の
構

想
は
」

A
品
質
第
一
の
り
ん
ご
を

作
る
こ
と
が
必
須
条
件
。

そ
れ
と
同
時
に
、
周
辺
か

ら
人
を
呼
び
込
む
に
は
、

個
人
で
の
販
路
開
拓
を
推

進
し
つ
つ
、
大
型
店
舗
の

開
拓
や
組
合
の
集
約
化
な

ど
に
よ
り
流
通
コ
ス
ト
を

抑
え
、
少
し
で
も
利
益
の

出
る
経
営
体
質
に
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

 

「�

今
後
朝
日
町
へ
望
む

こ
と
は
」　

A
町
内
の
若
手
農
業
者
の

会
と
の
連
携
に
よ
る
新
規

就
農
者
へ
の
支
援
等
、
今

後
も
継
続
し
て
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
客
や
女
性

農
業
者
へ
の
配
慮
と
し
て
、

園
地
内
の
ト
イ
レ
設
置
に

対
す
る
支
援
等
も
考
慮
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

２人の愛の結晶  愛娘「柚
ゆず

紀
き

」ちゃんと
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